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研究成果の概要：文字・音声・映像等の多様な媒体を活用し，学習者が日本語を使う際に必ず

必要になる言葉や表現の，場面や社会関係に応じた使い方についての情報や知識が得られるよ

うに配慮した教材を開発・作成した。特に，システムエンジニアを対象に顧客対応を学ぶウェ

ブ教材については，通常の試用評価だけでなく，テレビ会議による学習者同士の遠隔協同学習

についても試用実験を行い，その可能性と本格稼動への問題点を洗い出すことができた。 
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年度  

  年度  

総 計 15,300,000 4,590,000 19,890,000 
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１．研究開始当初の背景 
 
 国際交流基金（2004）によれば，地球上の
日本語学習者の数は増加しており，2003 年に
は 127 の国と地域に 235 万人を超える日本語
学習者が存在する，という。通常，日本語学
習者数は，学習段階が進むにつれて減少する
のが普通であるので，この 235 万という数字
の背後には，日本語学習を中止あるいは休止
した膨大な数の「元学習者」が存在している
と推定される。 
 こうした人々の中には，適切な機会や環境

があれば日本語学習を再開したい，あるいは，
身につけた日本語をブラッシュアップして
実用に耐えるものにしたいというニーズが
ある可能性が高い。発達の目覚しいインター
ネットを利用して，都合のよい時間に日本語
や日本についての情報を摂取し，実践に役立
つ学習を進めることのできる環境が提供さ
れれば，世界における日本語学習人口はさら
に増大し，日本に関心を持つ人々の数もます
ます高まっていくものと予想される。 
 インターネット上には，現在でも日本語学
習機会を提供するさまざまなサイトや教材



が数多く存在するが，独力で日本語を学ぼう
とする場合，自由に利用できる良質の教材は，
まだそれほど多くない。 
 これまで提供されていないタイプの教材
を開発すると同時に，教材提供の方法につい
ても工夫をする必要がある。 
 
２．研究の目的 
 

本研究は，（１）ウェブ上に構築する学習
支援システムによって，日本語を母語としな
い学習者に，自力では入手しにくいけれども
日本語使用には不可欠な語用論的知識およ
び社会文化的情報を踏まえた日本語学習教
材を提供し，（２）基礎的な言語知識を身に
つけた初級後半から中級以降の学習者を対
象に，文字・音声・画像・映像等の多様な媒
体・多様なレベルで豊富な教材を提供するこ
とにより，日本語運用力を引き上げ，（３）
そして究極的には，世界における実践力のあ
る日本語の遣い手の数と割合を拡大するこ
とを目的としている。 
 通常，教材には提示されない否定的な語用
論的転移である「不適切な実現例」も用意し
ながら，映像利用と読解によるインプット活
動とコミュニケーション教材によるアウト
プット活動を展開する，オンラインとオフラ
インの２つのモードを組み合わせるなど，ダ
イナミックな日本語学習支援システムの構
築を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は期間を 3 年と設定したので，調査
研究活動と，学習支援システム開発の活動を
同時平行で進めた。 

調査研究としては，日本語を母語としない
学習者にとって，自力では入手しにくいけれ
ども日本語使用には不可欠な，語用論的知識
および社会文化的情報を提供するため，映画
などを利用しながら，語用論的な側面を意識
した学習項目を収集する活動を行う。これは，
たとえば，韓国語ではある種の一人称代名詞
を用いることによって，謙遜な態度を表わす
ことができるが，日本語においては「私ども」
というへりくだった形式であっても，多用す
ると強く主張していると受け取られる，とい
った事例の収集を指す。こうした気づきにく
かったり，理解しにくかったりする事例を収
集するために，対照研究として実施されてい
る先行研究を利用するとともに，映画を学習
者に視聴させ，違和感を持った言語行動につ
いてのディスカッションを行う。また，これ
に平行して，企業で働く学習者（元学習者も
含む）に対して質問紙調査を行い，日々の仕
事で出会った問題事例を収集する。 
 システム開発では，１つは，ここ数年，養

成のニーズが高まっているシステムエンジ
ニア（SE）をターゲットとして，実際の SE
と顧客とのやりとりをデータとして，顧客対
応に関する学習教材を開発する。この中には
望ましい対応だけでなく，「不適切な事例」
についても組み込んでみて，それが注意喚起
として機能するかどうかを探る。また，この
教材開発においては，映像媒体と文字媒体，
オンラインとオフラインの統合や，ウェブ教
材とメールやテレビ会議の組み合わせなど，
多元的・多層的なアプローチを組み込んで，
学習者からの評価を得る。 
 これに加えて，対象を SE に限らず，汎用
性の高いビジネス関連の教材も作成する。 
 
４．研究成果 
 
 職場での日本語コミュニケーションの問
題点調査については，タイで日本語を用いて
仕事をしているタイ人インフォーマントを
得て予備調査を行い，質問紙を改訂するとこ
ろまで実施したが，本調査実施直前に，類似
の調査結果が海外技術者研修協会（AOTS)よ
りリリースされたため，本調査の実施は見送
ることにした。 
本研究グループの予備調査でも，AOTS の調

査でも，職場では日本語使用において，社会
言語的側面が問題であると意識されている
ことがわかったので，この点を踏まえて，汎
用性の高いビジネス用日本語教材として，電
話会話組み立て練習を作成した。 
 SE を対象とする教材開発では，3 種類の形
態を採用した。 
１つめは，教材呈示と練習問題から成る一

般的なウェブ教材である。これには，「不適
切な対応」について学ぶレッスンを充てた。  

２つめの形態は，教材呈示と練習問題に加
えて，遠隔学習で学ぶ学習者の参加意識を高
めるため，授業場面ビデオを教材に組み込み，
ピアとしての立場から他の学習者のパフォ
ーマンスを見る機会を備えたものである。テ
レビ放送による語学学習番組のようなデザ
インであるが，学習者の参加感を高めるため
に，学習者目線で授業場面ビデオを見る形に
切り替える機能を持たせたので，ウェブ教材
内の教師から話しかけられているような雰
囲気を味わうことができる。また，さらなる
参加を求めて，メールによる課題提出タスク
も加えている。 
３つめは，授業場面ビデオで視聴したタス

ク活動に倣って，テレビ会議システムを利用
しての学習者間の活動タスクを設定してお
り，遠隔地で一人で学習している場合でも，
コーディネータの手助けを得たり，メール等
で直接アポイントをとったりして，別の遠隔
地にいる学習者と，テレビ会議システムを利
用してロールプレイなどのタスクを実行す



る，という仕組みである。 
この SE 対象の教材は，オープンアクセス

システムではなく，アカウント配布を必要と
する閉じたシステムで稼動しているが，それ
は，テレビ会議システムの利用のためにアカ
ウントが必要である，という理由だけでなく，
マッチングに支援が必要とされる可能性が
高いと予測してのことである。 

この３種の形態の評価については，開発時
期の問題もあって，３種を横断的に同一の使
用者が評価する，という形でのデータ収集は，
まだできていないのだが，３つの形態それぞ
れについては，どれも学習者からは，よい評
価を得ている。中でも，テレビ会議の利用は 
かなり喜ばれ，１度試用したのちに，学習者
から別の日程でまた利用したい，という希望
が出て，アポイントメントを再設定して２度
インタラクションが行われた。しかし，相手
の顔を見ながら，相互に質問し合うような活
動はすぐに活発に行うが，ウェブ教材の中に
埋め込まれたロールプレイタスクの実施に
はなかなか繋がらず，コーディネータがタス
クの実施を促さなければ実行されないとい
う問題が見られた。テレビ会議の新奇性が薄
れれば，この問題は解決するのではないかと
推測しているが，３種の横断評価とともに，
この点も残された課題と言える。 
 全体として，教材評価の結果は良好であっ
たが，学習者の性別と IT 技術の度合いが評
価結果に影響を与えることが判明した。また，
個別の聞き取り調査からは，コースウェアへ
の背景音楽の導入を求める声が少なくない
ことや，学習者の文化背景によって，画面デ
ザインにおける色使いの好みなどが大きく
異なることがわかり，一様の呈示で多様なレ
ベル・文化背景の学習者を引き付けることは
容易な課題ではないことが浮き彫りになっ
た。 
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